
 

 

 

 
 

福井工業高等専門学校研究設備利用規則 

 

平成２７年２月４日規則第２１号 

 

 

（趣旨） 

第１条 福井工業高等専門学校（以下「本校」という。）が所有する研究設備（以下「設備」 

 という。）における本校教職員及び学生以外の者（以下「学外者」という。）に対する利

用許可を本規則により定めるものとする。 

（学外者の利用資格等） 

第２条 設備を利用できる者（以下「利用者」という。）は、次の各号のいずれかに該当す

る者とする。 

 一 教育研究機関並びに企業の研究者及び技術者 

 二 その他校長が特に認めた者 

２ 利用できる設備については、校長が別に定める。 

（設備利用の手続き及び許可） 

第３条 設備の利用許可を受けようとする利用者は、別紙様式第１号に定める申請書によ

り、原則として利用する日の２０日前（土日祝祭日及び本校の休業日を除く。）までに校

長に提出し、許可を受けなければならない。 

２ 校長は、許可するに当たって本校の教育研究活動に支障がないと認めた場合は、別紙

様式第２号により利用者に許可の通知を行うものとする。 

 （利用時間） 

第４条 設備の利用時間は、土日祝祭日及び本校の休業日を除く８時３０分から１７時０

０分までとする。ただし、校長が本校の教育研究活動に支障がないと認めたとき、又は

管理運営上支障がないと認めたときなど、特段の影響がない場合で適当と認めた時は、

利用時間以外の時間において設備を利用させることがある。 

 （利用者以外の禁止） 

第５条 利用者は、利用目的以外に設備を利用したり、その許可に係る権利を第三者に譲

渡してはならない。 

 （利用許可の変更、取消） 

第６条 第３条の規定により利用許可を受けた者が利用日時の変更又は取り消しをする場

合は、利用開始の前日（土日祝祭日及び本校の休業日を除く。）までに申し出て、校長の

許可を受けなければならない。 

２ 校長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、利用者に対し当該許可を取り消すこ

とができるものとする。ただし、各号においては利用料金を返還しない場合がある。 

 

 



 

 

 

 
 

 一 利用者がこの規則に違反し、若しくは設備の利用に重大な支障を生じさせたとき、

又はその恐れがあるとき 

 二 校長の指示に従わなかった場合 

 三 本校において、当該設備を利用する必要が生じたとき 

 四 その他管理運営上において障害があると認めたとき 

 （講習） 

第７条 利用者は、設備の利用の前に必要な講習を受けなければならない。 

 （利用料等） 

第８条 利用者は、別に定める利用料及び講習料を前納しなければならない。ただし、校

長が特に認めるときは、利用料及び講習料の半額を免除することができる。 

２ 講習料は、設備を正常稼働させるための手法を習得するために必要となる料金である

ことから、対象となる設備を利用する際の初回のみに課せられるものである。 

  なお、講習受講希望があった場合は、その限りではない。 

３ 利用料及び講習料は、本校が発行する請求書により収納する。 

 （免責） 

第９条 設備の利用により利用者に生じた損害については、本校は一切の責任を負わない

ものとする。 

 （損害賠償） 

第10条 利用者は、いかなる理由も問わず設備を滅失及び毀損したときは、その損害を賠

償しなければならない。 

 （雑則） 

第11条 この規則に定めるもののほか設備の利用に関し必要な事項は、別に定める。 

 

   附 則 

 この規則は、平成２７年４月１日から施行する。 

 

 

 

 


